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要
旨

『揃
肛
観
音
寺
文
書
』
の
中
世
文
書

に
み
ら
れ
る
花
押

に

つ
い
て
の
論
稿

で
あ

る
。
近
時
花
押
研
究

は
さ
か

ん
に
な

っ
て
き
た
が
、

一
人

の

人
物

の
花
押

研
究
、
或

は

一
族

に

つ
い
て
の
研
究

と
い

っ
た
も
の
が
多

い
よ
う
で
あ

る
。

一
つ
の
伝
来
文
書

の
花
押
研
究
と

い
う

こ
と
は
あ
ま
り

行

わ
れ
て

い
な
か

っ
た
。
「
『逝
駆
観
音
寺
文
書
』
の
基
礎
的

研
究
」
と
し
て
共
同
研
究
を
す
す

め
る
に
あ
た

り
、
そ

の
所
収
す

る
と

こ
ろ

の
花
押
を

と
り
あ
げ

て
史
料

学
的
に
こ
れ
を
考
察
す

る
こ
と

に
し
た
。

は
じ
め
に
大
原
観
音
寺
文
書

の
中
世
文
書

の
な

か
に
は
、
ど

の
よ
う
な
人
物

の
花
押

が
、
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
を
、
僧

侶
、

公
家
、
武
家
、

女
性
等

と
表

を
作
成

し
て
明
ら

か
に
し

た
。
次

に
は
大
原
観
音
寺
文
書

に
み
ら
れ

る
花

み
つ
の
ぢ

も
ち
つ
な

の
ぶ
な
り

押

と
北
近

江
の
人

々
と
の
か
か
わ
り
を
究

明
し
た
。

大
原
観
音
寺

に
所
縁

の
あ
る
大
原
氏

の
花
押

は
、
歴
代

の
当
主

で
あ

る
満
信

・
持
網

・
信
成

を
さ
し
げ

た
ひ
か
た

・
政
重

・
高
賢
等

が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
花

押
は
足
利
将

軍
家

の
足
利
様

と
よ
ば
れ

る
型

の
も

の
が
多
く

み
ら
れ

る
。
北
近
江

の
武
士

た

ち

の
花
押

も
多
く
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
様
式
は
大
原
氏

の
影
響

を
強
く
う
け
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

ま
た
、
女
性

の
花
押
が
比
較
的
多

く
あ
る
の
も
特
徴

の

一
つ
に
あ
げ

ら
れ
る
か
も
知

れ
な

い
。

次
に
は

一
人
の
人
物
の
花
押
の
変

遷
や
師
資
相
承
と
花
押

の
関
係
、
写
や
案
文

に
花
押

が
書
写

さ
れ
る
場
合
等

々
花
押

を
め
ぐ

っ
て
問
題

に
な

る
点
に

つ
い
て
考

察
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
花
押

・
近
江
国

・
大
原
氏

・
大
原
観
音
寺

・
足
利
様

(5)



る

。

ま

た

、

大

原

観

音

寺

は

、

か

つ
て

は
伊

吹

山

中

に
あ

り

弥
高

寺

・
長
尾

寺

・

}

大
平
寺
と
と
も
に
伊
吹
四
大
寺
の

一
つ
で
あ

っ
た
が
、

一
三
世
紀

の
中
頃
現
在
の

本
稿
は

『畑
恥
観
音
寺
文
書
』
に
お
さ

め
ら
れ
て
い
る
中
世

の
花
押
に
つ
い
て

地
に
移

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
近
江
守
護
佐
々
木
信
綱

の
長
子
重
綱
は

(
1

)

の
史
料
学
的
考
察
で
あ
る
。

一
人
の
人
物
な
り
、

一
族
に
つ
い
て
の
花
押
の
研
究

近
江
国
大
原
荘
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
、
大
原
荘
内
の
現
在
の
山
東
町
市
場
に
館
を

(
2
)

は
多
様
な
か
た
ち
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、

一
つ
の
伝
来
文
書
を
と
り
あ
げ
て

か
ま
え
、
大
原
氏
を
稻
し
た
と
い
う
。
爾
来
大
原
観
音
寺
は
大
原
氏
の
庇
護
を
う

(
4
)

そ
の
花
押
を
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
か
ら
大
原
氏
の
花
押
が
多
く
み

大
原
観
音
寺
文
書
の
総
合
的
研
究
を
す
す

め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
基
礎
的
研
究
の

ら
れ
う
の
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
つ
と
し
て
こ
こ
に
伝
来
文
書
の
花
押
を
と
り
あ
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

大
原
観
音
寺
の
よ
う
な
地
方
の
有
力
な
寺
院
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
は
在
地

ま
ず
、
は
じ
め
に

『畑
肛
観
音
寺
文
書
』
に
は
ど
の
よ
う
な
花
押
が
、
ど
の
く
ら

領
主
と
し
て
の
存
在
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
そ
の
地
域
の
在
地
の
武
士
た
ち
と
も
ふ

い
あ
る
の
か
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
つ
い
で
、
大
原
観
音
寺
文
書
の
花
押
と
湖
北

か
く
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
在
地
武
士

(在
地
領
主
)
の
花
押

郎次

の
人
々
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
そ
し
て
第
三
に
は
大
原
観
音

も
多
く
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
・さ
ら
に
近
江
の
地
は
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
い
た

)

榮

6

田

寺
文
書

の
問
題
の
あ
る
花
押
を
と
り
あ
げ

て
、
そ
の
書
様
な
り
機
能
な
り
に
つ
い

る
と
惣
村
と
呼
ば
れ
る
村
の
組
織
が
展
開
し
、
名
主

・
百
姓
の
連
結
も
す
す
ん
で

(

福

て
若
干
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

い
る
。
大
原
観
音
寺
文
書
に
は
名
主

・
百
姓
連
署
田
地
寄
進
状
を
は
じ
め
名
主
や

大
原
観
音
寺
文
書
の
慶
長

・
元
和
頃
ま

で
の
古
文
書
は
約
六
〇
〇
点
ほ
ど
で
あ

百
姓
の
田
地
売
券

・
田
地
寄
進
状
等
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
名
主

・
百
姓
と

る
。
そ
の
な
か
に
七
四
五
点
ほ
ど
の
花
押
が
み
ら
れ
る
。

}
つ
の
伝
来
文
書
に
お

よ
ば
れ
る
人
々
の
花
押
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
原
観
音
寺
文
書
に
は
女
性

の
花

さ
め
ら
れ
て
い
る
花
押
の
数
と
し
て
多

い
方
な
め

か
少
な
い
方
な
の
か
明
ら
か
で

押
が
十
七
点
あ
る
が
、
.こ
れ
も

一
つ
の
伝
来
文
書

の
な
か
で
は
少
な
い
数
で
は
な

な
い
が
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
訳
を
記
す
と
表
の

い
と
思

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
百
姓

・
女
性

の
花
押
に
は
、
し
ば
し
ば
略
押
と
よ

(
3
)

如
く
で
あ
る
。

ば
れ
る
簡
単
な
符
号
の
よ
う
な
も
の
が

っ
か
わ
れ
る
が
、
女
性
の
十
七
点
の
花
押

の
う
ち
九
点
は
略
押
で
あ
る
。

(
5
)

次
に
は
、
花
押

の
善
戦
方
式
に
よ

っ
て
分
類
し
て
考
察
を
す
す
め
て
み
た
い
。

e

花
押
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。
花
押
の
み
の
も
の
に
は
袖
判
と
奥
判
等

寺
院
文
書

で
あ
る
か
ら
僧
侶
の
花
押
が
最
も
多
く
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

が
あ
る
が
、
袖
判
は
奥
判
よ
り
尊
大
で
相
対
的
に
上
位
者
の
書
式
で
あ
る
と
い

花 分
押

数
類

三 僧
九
四 侶

公
一 家
七 武
七 家

一 百
五
四 姓

女
一

七 性

不

三 明

七
四 計
五



考新

来

「誰

(花
押
)」
と
書
く
・
と
は
豪

重
複
す
る
・
と

で
あ
ま
り
書
か
れ
な

・
だ
わ
ら
な
い
A・
頭
者
の
姿
と
を
み
る
・
と
が
で
き
る
.

謝

か
っ
た
。
し
か
し
平
安
時
代
も
末
期
に
な
る
と
諦
の
下
に
花
押
が
書
か
れ
る
よ

㊨

次
は
、
姓

(名
字
)
と
官
職
名

(仮
名
)
と
花
押
と
い

っ
た
も
の
。
或

い
は

)

文

7

寺

う
に
な
り
、
さ
ら
に

一
字
体
の
出
現
や
多
様
な
花
押
の
登
場
に
よ

っ
て
諦
と
花

姓

(名
字
)
と
官
職
名

(仮
名
)
と
講
と
花
押
と
い

っ
た
も
の
。
例
え
ば

「浅

(

音観

押
の
関
係
は

一
層
う
す
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
う
ご
き
の
な
か
で

井
新
九
郎
賢
政

(花
押
)
」
「石
田
十
郎
左
衛
門

(花
押
)
」
「
沙
弥
蓮
覚

(花

江
原

}嘆

「誰

(花
押
)」

も
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

押
)」
と
い
っ
た
タ
イ
プ
で
、
最
も
多
く
三
百
数
十
点
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
文
書

四

姓

(名
乗
)
と
譲
と
花
押
の
な
ら
ん
だ
も
の
。
「井
上
貞
次

(花
押
)」
「菅
原

に
署
名
す
る
最
も
典
型
的
な
も
の
で
、
公
文
書
を
は
じ
め
公
的
な
文
書
は
こ
の

俊
久

(花
押
)
」
「浅
井
長
政

(花
押
)
」
等
が
十

一
点
あ
る
。
譲
と
花
押
に
つ
い

よ
う
な
型
で
署
さ
れ
て
い
る
。

て
は
今
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
名
字
と
諄
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
結
び
つ

因

官
位

・
役
職
と
花
押
、
僧
位

・
僧
官
と
花
押
と
い
っ
た
も
の
。
例
え
ば

「左

(
7
)

け
る
こ
と
を
い
む
べ
き
と
す
る
考
え
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ご

中
将

(花
押
)」
「預
所
法
橋

(花
押
)」
二

和
尚

(花
押
)
」
等
々
で
二
十
五
点

と
が
十

一
箇
と
い
う
少
な
い
数
字
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ほ
ど
み
ら
れ
る
。
こ
の
様
式
は
公
家
文
書
や
公
家
系
統

の
文
書
、
あ
る
い
は
僧

か
つ
て
は

「浅
井
長
政

(花
押
)」
の
よ
う
な

「(名
字
)
(譲
)
(花
押
)
」
と
あ

侶
の
文
書
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

る
文
書
は
疑
問
視
さ
れ
た
こ
ど
も
あ

っ
た
が
、
近
時
は
史
料
蒐
集
の
す
す
む
な

㈹

官
位

・
役
職

(仮
名
)
・
氏

・
姓

(名
字
)
・
譲
な
ど
が
部
分
的
に
い
く
つ
か

か
で
南
北
朝
以
降
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
文
書
は
か
な
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

が
組
み
合
わ
さ

っ
て
い
る
も
の
。
「名
主
平
庄
司
多
賀
光
末

(花
押
)
」
「右
馬
允

(
6
)

わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
花
押
の
み
の
も
の
は
十
六
点
あ
る
が
、
袖
判
は
大
原

っ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
朝
倉

・
浅
井
氏
な
ど
近
江

・
若
狭

・
越
前
な
ど
に
多

持
綱

(四
三
八
号
文
書
)
と
大
原
持
信
と
想
定
さ
れ
て
る
も
の

(
一
五
五
号
文

く
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
原
観
音
寺
文
書
に
み
ら
れ
る
も
の
は

書
)
と
某

(
四
三
七
号
文
書
)
の
三
点

で
あ
る
。
な
お

「僧

(花
押
)
」
と
あ
る

い
ず
れ
も
売
券

・
寄
進
状

・
書
状
で
、
し
か
も

「井
上
貞
次

(花
押
)
」
「菅
原
俊

も
の
は
、
こ
こ
に
お
さ
め
て
お
い
た
。

久

(花
押
)
」
と
あ
り
、
名
字
は
右
肩
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
公

口

氏
と
花
押
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。
「源
氏

(花
押
)
」
と
あ
る
も
の
が

的
な
文
書
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
中
世
後
期
に
お
け
る
名
字
と
誼
と
花
押

二
点
あ
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
女
性
の
花
押
で
あ
る
。

の
関
係
は
大
方
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

国

譲
と
花
押
或
は
仮
名
と
花
押
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。
「賢
永

(花
押
)
」
「又

,た
だ
し
、
浅
井
長
政
は
日
下
に

「長
政

(花
押
)」
と
あ
り
、
そ
の

一
行
前
に

三
郎

(花
押
)
」
と
あ
る
も
の
で
百
八
十

三
点
あ
り
、
分
類
し
た
な
か
で
は
二
番

「長
政
」
と
同
じ
大
き
さ
で

「浅
井
」
と
書
い
て
い
る
。
浅
井
氏
の
文
書
に
は

目
に
多
い
数
で
あ
る
。
花
押
は
諦
の
自
署
の
代
わ
り
に
発
生
し
た
も
の
で
、
本

し
ぼ
し
ぼ
み
ら
れ
る
も
の
で
、
文
書
受
理
者

へ
権
威
を
示
す
た
め
と
、
慣
習
に



物

部

恒

光

(
花

押

)
」

「
二
和

尚

東

光
坊

賢

舜

(花

押
)
」
と

い

っ
た

も

の

で
、
百

百
科
』

二
三

二

一
九

八

二
)
、
佐
藤
進

一

『花
押

を
読
む
』

(平
凡
社
刊

一
九

八

二
十

点

程

か

ぞ

え

る

こ
と

が

出

来

る

。

い
ろ

い
ろ

の
く

み

合

わ

さ

り

に
よ

り

今

入
)
、
藤
原
良
章

「
足
利
直
冬

の
花
押
」

(『
青
山
史
学
』

一
〇

一
九

八
八
)
、
大
石

み
て
き
た

一
か
ら
六
ま
で
に
含
ま
れ
る
も
の
が
多
々
あ
り
・
不
明
の
も
の
も
ふ

直
正

「戦
国
期
伊
養

の
花
押
に
つ
い
て
」
(『東
北
学
院
大
学
東
斐

化
研
究
所
紀

要
』

二
〇

一
九
八
八
)
、
千

田
孝

明

「
足
利
成

氏
花
押
研
究

ノ
ー
ト
」
(
『栃
木
県
立

く

め

た

の
で

こ

の
よ

う

な

数

字

と

な

っ
て

い
る

。

博
物
館
紀
要
』

八

一
九
九

一
)
・
林
譲

「篁
山
紹
瑛

の
花
押
覚
書
」

(
『加
能
史
料
』

以

上

、

大

原

観

音

寺

文

書

の
花

押

を

花

押

研

究

の

一
つ
の
試

み

と

し

て
職

能

、

七

一
九
九

四
)
等

々
・
武
家

の
花
押

を
研
究
対
象

と
し
た
も
の
が
多

く
あ

る
。

と

性

別

等

に
よ

り

分

離

し

た

り

、

そ

の
書

載

方

式

に

よ

っ
て
分

類

し

て
考

察

し

て
み

く
に
東

国
の
戦

国
諸

侯

の
花
押

研
究

は
さ
か
ん
で
あ

る
。

た
。

そ

こ

か

ら

い
く

つ

か

の
傾

向

な

ど

を

う

か

が

い
知

る
と

こ
ろ

が

あ

っ
た

か
と

(
3
)

こ

の
分
類

が
花
押

研
究
に
ど

の
よ
う
な
意
味

を
持

つ
か
明
ら
か
で
な

い
が
、
大
方

思

う

が

・

ま

だ

今

後

の
研

究

に

よ
ら

ね

ぽ

な

ら

な

い
と

こ
ろ

も

多

々
あ

る
・

今

後

の
傾

向
が
う
か
が
え
れ
ば

と
思

っ
て

い
る
。

の
研
究
を
侯
つ
・
と
に
・
た
い
・

(4
)

究
瀦

鷺

編

耀

略

報

A.的
研
究
L
(『明
治
大
学
人
文
科
学
研

(
5
)

花

押
を
考
察

す
る

一
つ
の
試
み
と
し
て
こ
の
よ
う
な
分
類

を
し
て
み
た
。
花

押
の

郎次

註

あ
り
様

に
し
た
が

っ
て
わ
け
て
み
た
も

の
で
あ
る
。

)

榮

8

田

(
1
)

滋
賀
県
坂

田
郡
山
東
町
朝

日
の
観
音
寺

の
古
文
書
を
、
先
箱

で
指
摘

し
た
よ
う

に

(6
)

佐
藤
進

一

『
古
文
書

学
入
門
』

一
二
三
頁

(

福

『
譜

響

寺
文
書
』

と
す

・
.
た
だ
・
論
稿

の
な

か
で
は
大
原
観
音
寺
文
書
と

・
ぶ

(
・
)

〃
い
み
な
"
に

つ
い
て
は
・
穂

護

重

『
忌
み
名

の
研
究
』

(
嚢

社
学
術
文
庫

こ
と
も
あ

る
。

一
九
九

二
)

が
あ
る
。

(
2
)

個
人
あ

る
い
は

一
族

の
花
押

に
つ
い
て
の
研
究

の
な

か
で
、
本
稿
と
若
干
な

り
と

か
か
わ

り
の
あ

る
と
思

わ
れ

る
も

の
を
気
が

つ
く
ま

乏

あ
げ

て
い
く
と
、
中
村
直

二

勝

「或
る
個
人

の
花
押

に
つ
い
て
」

(『
史
林
』
九

ノ
四

一
九

二
四
)
、
荻
野

三
七
彦

「古

文
書
に
お
け
る
花
押
」

(『
古
文
書
研
究
』

一

一
九

六
八
)
、
中
村
直
勝

「足
利

『
大

原

観

音

寺

文

書

』

に
お

さ

め
ら

れ

て

い
る

花

押

を

具

体

的

に
み

な

が

ら

考

直
冬

の
花
押
-
南
北

両
朝

の
文
化
相
」

(『
史
　
と
美
術
』

四
三
四
号

一
九
七

三
)
、

察

を

す

す

め
、

花

押

と

湖

北

の
人

々
と

の
か

か

わ

り

に

つ

い

て
考

え

て
み

た

い
。

重
永
卓
爾

「花
押
の
中
世
的
展
開
」
(『歴
史
地
理
』
九
二
ノ
=
=

九
七
五
)、
佐
藤

図
①
は
大
原
満
信
の
花
押
で
あ
る
・
満
信
は
大
原
氏
の
祖
先
重
綱
か
ら
七
代
の
当

進

一

「花
押
小
史
-
類
型

の
変
遷
を
中

心

に
一
」

(
『
書

の
日
本
史
』

九

一
九
七

(-
)

六
)
・
百
瀬
今
理

由

辺
久
子

「小
田
原
北
條
氏
花
押
考
」
(『神
奈
川
県
史
研
究
』

主
で
あ
る
。
大
原
観
立.
寺
文
書
に
は
次
の
よ
う
な
四
点
の
満
信
の
文
書
が
あ
る
.

三
四

一
九

七
七
)
、
武
田
修

「寒

川
家
光

の
花
押

に

つ
い
て
」
(
『京
都
府
立
総
合
資

(2
)

料
館
紀
要
』
八

一
九
八
○
)、
佐
藤
博
信

「足
利
義
詮
の
花
押
に
つ
い
て
」
(『月
刊

ω

大
原
満
信
為
貞
名
領
家
米
寄
進
状

(
五
二
号
文
書
)

9



.角

(端
裏
書
)

一

"

.
,

,

一

「為

貞

名

寄

進

状

」

大

6

原

38

近
江
国
坂
田
郡
大
原
庄
本
郷
内
爲
貞
名
領
家
米
事

「
㌧

包

勘

合

壼

石

玉
斗

三
升

三
夕

者

、

(

右
、
彼
年
貢
者
、
佛
物
借
用
仁
云
令
便
風
、
且
依
有
宿
願
、
限
永
代
所
奉
寄

進
之
也
、
若
於
子
々
孫

々
中
、
錐
有
致
違
乱
輩
、
任
此
状
之
旨
、
寺
家
可
披

講

亀

,・
.

鰹

明
徳
五
垂

ハ早

言

　

綱

焙

謝

知
行
之
老
也
、
傍
爲
後
証
寄
進
之
状
如
件
、

構

⑧

走

査

⑳

左
衛
門
慰

信

(花
押
)

嘆

原
腸

M
割

漿

二
年
弩

月
廿
吾

左
衛
門
尉
源
朝
臣

(花
押
)

花

σ

～

割

榊

@

大
原
満
信
段
銭
免
除
下
知
状

(五
三
号
文
書
)

)

教

)

花

於
庭
尉
莞

服
代
継
目
之
時
課
役
者

為
先
規
之
間
可
被
懸
之
・
於
臨
時
段

ω

瀦

密

画

蜀

咽

,

讐

所
令
免
除
也
易

為
子
々
孫
々
後
見
下
知
如
件

江
原

詩

文

…

高

第

幻

原

腸

一

7
・

大

⑯

⑤

09

大
原
満
信
観
音
寺
法
輪
院
村
居
田
野
畠
寄
進
状

(五
四
号
文
書
)

(端
裏
書
)

「村
居
田
野
島
壷
町

寄
進
状
」

伏
価

濯

艶
文

観
音
寺

繋

露

盤

寄
雛

輪
院
村
居
田野
畠
内

ω

配

㈲

有

永
所
蘇

総

懸
永
三
年
柄
五
月
十
三
日

左
衛
門
尉
源
朝
臣
満
信

(花
押
)



観
音
寺
院
主
御
坊

怯

好
畑

.
ぜ

畑

⇔

大
原
満
信
置
文

(
五
五
号
文
書
)

鷺

.

全
娚

護
国
寺
之
寺
号
之
事

先
祖
鴛

守
時
綱
之
代

依
享

細
歎
押
置
.
、
、
而

土

q

尭

但

信
仰
異
子
他
之
間
・
寺
家
渡
了
・
傍
末
代
至
満
信
子
孫
、
寺
僧
有
義
絶
之
事

幼

心
W

1

1

者
、
任
彼
請
文
之
旨
、
可
致
其
沙
汰
、
傍
置
文
之
状
如
件
、

慮
永
七
年
嚴
八
月
廿
二
日

左
衛
門
尉
満
信

(花
押
)

誌
入道経信

.号文書)

巽う

気
息

79号 文書)

観
音
寺
衆
徒
御
中

と

q

-

0

⑫

墾
蒼

細

図

欝

欝

露

語

図

(

購

ω

(

㈱

政
燗

轟

轟

脚

ゆ

一掬

綴

か

.

難

き

.

講

、

⑱

越

q

僧

q

,

⑩

qの

κ

.

割

,

一

文

・
,

書

鋤

畜

潮

嵐

婦

,

鰹

割

,

馬

3

46

極

D

,

引

13

僧

q

京

⑫

)

小
彰

の

9

0

0



い
ま
花
押
の
善
哉
方
式
を
み
て
き
た
が
、
満
信
は

「左
衛
門
尉
満
信

(花
押
)
」

室
町
時
代
の
武
家
の
花
押
に
は
、
足
利
将
軍
の
花
押
を
模
倣
す
る
も
の
が
多
く

　
　

　

と

「左
衛
門
尉
源
朝
臣

(花
押
)
」
「左
衛
門
尉
源
朝
臣
満
信

(花
押
)」
の
三
つ
の

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
原
氏
の
場
合
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

書
式
を
と

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
さ
き

の
分
類
に
し
た
が
え
ば
㈹
に
属
す
る
が
、

参
考
と
し
て
足
利
義
満
と
足
利
義
晴
の
花
押
を
図
㈲

・
㈲
と
し
て
か
か
げ
た
が
、

ω
と
⇔
は
領
家
米
の
寄
進
と
寺
号
に
か
か
わ
る
置
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
㈲

図
ω
～
⑥
の
大
原
氏
の
花
押
と
比
べ
て
み
る
と
、
型
そ
の
も
の
に
は
違
い
が
あ
る

は
段
銭
免
除
下
知
状
で
あ
り
、
公
的
な
文
書
と
い
え
る
と
思
う
が
、
関
東
下
知
状

が
、
共
通
す
る
筆
の
は
こ
び
を
見
る
事
が
出
来
る
し
、
い
ま
大
原
氏
の
花
押
で
み

(
3
)

の
形
式
を
と

っ
て
い
る
。
の
は
土
地
そ

の
も
の
の
観
音
寺
法
輪
院

へ
の
寄
進
で
あ

て
き
た
よ
う
な
右
側
の
結
び
の
部
分
が
大
き
く
な
り
下
に
さ
が

っ
て
く
る
と
こ
ろ

り
、
も

っ
と
も
重
厚
な
型
で
書
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

は
、
将
軍
義
晴
の
花
押

〔図
㈹
〕
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
大
原
氏
は
満
信
以
前
の
花
押

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
満
信
の
花
押
は

図
⑦
か
ら
⑫
は
い
ず
れ
も
大
原
氏
に
か
か
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
図
ω
の

考

そ
の
後
の
大
原
氏
の
花
押
の

一
つ
の
型

を
つ
く

っ
て
い
る
と

い
っ
た
感
じ
の
も
の

重
親
は
大
原
氏
と
推
定
さ
れ
る
が
、
図
②

(大
原
持
信
)
に
似
て
い
る
し
、
重
親

押花

で
あ
る
。

は
も
う

一
つ
永
享
元
年
十
月
三
日
の
寄
進
状

(
一
九
三
号
文
書
)
が
あ
る
が
、
こ

　贈

花
押
②
～
⑥
笑

原
氏
の
当
主
の
も

の
で
あ
る
.
そ
れ
ぞ
れ
形
は
異
な
る
が
、

れ
は
図
ω
の
経
信
の
花
押
に
似
て
い
る
.
図
⑩
の
信
業
は
、
大
原
満
信
の
弟

.
秀

D

詩

そ
の
筆
の
動
き
は
茱

的
に
は
類
似
・

て
い
・
と

い
え
・
.
図
②

は
・
れ
・
で

信
の
子
と
い
わ
れ
て
総

が
、
そ
の
花
押
は
図
ω
大
原
蔑

の
花
押
に
吉

似
て

G

麹

"某
袖
判
"
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
型

は
大
原
氏
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
袖
判

い
る
。
図
⑫
の
土
田
章
好
は
型
は
異
な
る
が
、
そ
の
筆
の
動
き
は
図
②
大
原
持
信

近
大『

で
あ
る
こ
と
や
年
代
な
ど
か
ら
考
え
て
大
原
持
信
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
図

に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
図
⑬
～
㈲
は
僧
侶
の
花
押
を
あ
げ
た

③
は
日
下
に
花
押
の
み
で
あ
る
が
、
四
三
九
号
文
書
に
よ
り
大
原
持
網
と
比
定
出

が
そ
れ
ぞ
れ
型
に
は
必
ず
し
も
大
原
氏
系
の
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

来
る
。

が
、
そ
の
筆
の
う
ご
き
に
は
大
原
氏
系
統
花
押
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に

次
に
大
原
氏
の
花
押
に
は
中
央
部
分

に
二
段
の
横
線
の
く
み
が
あ
り
、
そ
れ
が

思
う
。
図
⑬
の
花
押
は
そ
の
中
央
部
は
図
⑯
の
中
央
部
に
似
て
い
る
し
、
筆

の
運

左
に
入

っ
て
ま
る
み
を
お
び
て
上
に
あ
が

る
型
の
も
の
が
あ
る

〔
図
ω

・
⑥
等
〕
。

び
は
図
③
の
持
網
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
図
⑭
は
図
⑳
信
業
に
類
似
し
、
図

(
4
)

こ
れ
に
対
し
て
左
に
入

っ
て
か
ら
角

に
な

っ
て
上

に
あ
が
る
型

の
も

の
が
あ
る

⑮
の
花
押
に
ま
る
み
を

つ
け
る
と
図
⑨
信
長
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

〔
図
②

・
㈲

・
⑤

・
⑦

・
⑧

・
⑨
等
〕
。
ま
た
、
右
側
の
結
び
の
部
分
の
弧
を
描
く

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
こ
れ
ら
の
僧
侶
は
、
大
原
氏
と
か
か
わ
り
の

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
次
第
に
大
き
く
な
り
下
に
さ
が

っ
て
く
る
よ
う
に
な

あ
る
人
物
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
図
αり
に
京
極
高
慶
の
花
押
が
み
ら
れ
る

る
も
の
が
あ
る
。
大
原
政
重

〔図
⑤
〕
、
大
原
賢
永

〔図
⑥
〕
が
そ
う
で
あ
る
。

が
、
大
原
政
重
や
大
原
高
賢
の
花
押
を
お
も
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。



嚇
但

剛

四

獣
幡

簾

q
、艶

囎

.
」

-

囎

図

㊨

寛

解

斗

⑬

　

藁

　
鍵
置

　
.
参

　
認

識

　

　

次

戦

国

期

の
北

近

江

の
花

押

を
考

え

る

と
き

浅
井

氏

の
存

在

は
き

わ

め

て
大

き

い
。

)

榮

12

∴
難
灘

曝
雛

麟
難

駅
恥
　∴
鱗

蕪

(

る
。
図
⑲
⑳
が
そ
れ
で
あ
る
。
図
⑬
の
浅
井
亮
政
や
図
⑫①
の
浅
井
賢
政
の
も
の
は

必
ず
し
も

「下
向
き
轡
曲
線
」
の
花
押
と

は
云
え
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を

は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
花
押
を
書

い
て
い
る
者
は
、
源
氏
二
名
、
藤

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
図
⑳
～
㈱

の
石
田
定
次
、
野
村
定
知
、
赤
尾
清
綱
、

原
氏
女
二
名
、
比
丘
尼
二
名
、
後
家
二
名
で
あ
る
。
後
家
は
四
名

い
る
が
、
二
名

中
島
直
頼
は

「下
向
き
轡
曲
線
」
の
花
押

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
氏
と
浅
井
氏
と

が
花
押
、
二
名
が
略
押
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
図
㈲
～
㈲
ま
で
八
点
を
か
か
げ
た
。

の
か
か
わ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。

図
㈱
は
源
氏
寄
進
状

(
=

号
文
書
)
で
、

『大
原
観
音
寺
文
書
』
に
は
女
性
の
花
押
が
十
七
点
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
花
押

奉
寄
進

西
谷
観
音
寺
名
田
事

八
点
、
略
押
九
点
で
あ
る
。

一
つ
の
寺
院
伝
来
文
書
の
な
か
で
し
め
る
数
と
し
て

合
参
段
者
、

聴

、

濁

雛
監

激騰

総

㈱

マ

の

,
錨

W

冒

讐



円

謝

で
霧

軌

譲

霧

・

㈲

2
聯

糊

し

.墓

栄

鶏

腸

涯

号

(

榊

、
鐘

錆

翁

・
者

{疋

蝉

嬬

@

姻

卜

難
(42)

定 円

文書)

撃
:書)

㈲ 参考2

足利 義日1

⑧ 参考4

大原 氏 系れ

ゆ～⑱

奪

坊
号

紛

花

・
義

晴

第

礪

栄
轟

嚇

ρ

を
色

細

鱗

議

　

く

く

書

㈲

文

の

寺

G

灘
.灘
撫
麟

騰
器

糀

懲
藩
擁

鞭
藤
壷
鴫
嵩

押
)
」
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
前
後
の
状
況
か
ら

「御
台
所
」

右
志
者
、
為
現
當

二
世
所
領
成
就
、
所
奉
寄
進
當
寺
　
、
且
為
佛
陀
寄
進
上

を
大
原
氏
夫
人
と
す
る
と
、
大
原
観
音
寺
文
書
の
な
か
で
大
原
氏
の
最
も
古

い
文

老
、
盤
未
来
際
不
可
有
相
違
、
傍
寄
進
之
状
如
件
、

書
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
花
押
は
図
G①
の
藤
原
氏
女
の
花
押
と
同
じ
系
統
の
花
押

正
応
六
年
服
七
月

目

源
氏

(花
押
)

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
図
⑳
藤
庄
司
後
家
の
花
押
は
図
③
の
大
原
持
網

や
図
⑫
土
田
章
好
、
図
⑬
僧
円
玄
の
筆
の
動
き
に
近
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

と
あ
る
。
源
氏
寄
進
状
は
も
う

一
通
正
応
元
年
十
月
の
も
の
が
あ
る
が
、
花
押
は

な
お
、
図
⑳
藤
庄
司
こ
け
に
は
花
押
と
略
押
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
え
、
女
性
の

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

(十
号
文
書
)。
正
応
六
年
七
月
の
も
の
は
、
案
文
が

二
通
あ
る

.

花
押
十
七
点
の
う
ち
、
十
二
点
は
連
署
状
で
あ
る
。
女
性
が

一
人
で
署
名
し
て
い

セ
鋸

獅

・)

㌫

⑳
欄

-
謡

聯
鰍

満

聯



る
の
は
、
「源
氏

(花
押
)
」
の
二
点
を
別
格
と
し
て
除
く
と
次
の
三
点
の
み
で
あ

は
関
東
下
知
状
に
準
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
関
東
下
知
状
は
差
出
し
の
署
判
は
必
ず

る
。

日
付
の
真
下
で
は
な
く
、
日
付
と
別
行
に
な
る
が
、
こ
の
下
知
状
は
日
付
の
真
下
に

あ
る
。

(4
)

こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

応
永
九
年
七
月
十

二
日
尼
宗
叡
田
地
寄
進
状

(
一
五
七
号
文
書
)

(5
)

佐
藤
進

一
『花
押
を
読
む
』
(平
凡
社
刊

一
九
八
八
)

長
禄

二
年
十

一
月
六
日
妙
珠
尼
島

地
売
券

(
一
八
二
号
文
書
)

(6
)

『佐
々
木
大
原
氏
の
系
譜
』
(佐
々
木
大
原
の
会
刊

一
九
九
五
)

文
正

二
年
三
月
廿

一
日
藤
庄
司
こ
け
田
地
寄
進
状

(三
三
四
号
文
書
)

宗
叡
も
妙
珠
尼
も
略
押
で
あ
る
が
、

妙
珠
尼
売
券
に
は

「夫
馬

一
色

ノ
惣
介

三

ノ
」
と
あ
り
、
惣
介
が
夫
と
考
え
ら
れ
る
が
、
惣
介
の
花
押

に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
藤
庄
司
こ
け
は
略
押
と
花
押
が
書

さ
れ
て
お
り
、
寄
進
状
に
は

「藤

二
郎

大
原
観
音
寺
文
書
に
み
ら
れ
る
花
押
の
な
か
で
問
題

の
あ
り
そ
う
な
も
の
を
と

の
た
め
に
御
と
う
米

二
き
し
ん
申
候
」
と
あ
り
、
藤
二
郎
な
る
も
の
が
夫
君
と
考

り
あ
げ

て
、
若
干
考
察
を
す
す
め
て
み
た
い
。
ま
ず
第

一
に
は
聖
翁
と
榮
翁
な
る

類

え
ら
れ
る
が
・
そ
の
花
押
は
不
明
で
あ

る
・

人
物
を
め
ぐ
る
問
題
を
考

え
て
み
た
い
.
聖
翁
も
榮
翁
も
そ
の
出
貝

没
年
な
ど

)る

躁

以
上
の
よ
う
に
女
性
の
花
押
を
み
て
い
る
と
・
後
家
の
花
押
に
は
そ
の
夫
が
生

は
明
ら
か
で
な
い
・
し
か
し
大
原
観
音
寺
文
書
に
は

「宝
泉
坊
聖
翁
」
「浄
光
院
榮

G

福

前
に
用
い
て
い
た
花
押
を
襲
用
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

翁
」
と
し
て
し
ぼ
し
ぼ
登
場
す
る
。
聖
翁
は
亨
録
四
年

(
一
五
三

一
)
十

一
月
に

え
る
。
図
⑳

の
花
押
と
略
押
が
あ
る
も

の
や
、
図
⑳
を
は
じ
め
と
す
る
後
家
の
花

は

「公
文
聖
翁
」
と
し
て
登
場
す
る

(
三
七
八
号
文
書
)。

つ
づ

い
て
天
文
元
年

押
は
連
署
状
に
多
い
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
そ
ん
な
風
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

(
一
五
三
二
)
十

一
月
に
は

「年
行
事
法
泉
坊
聖
翁
」
と
あ
り

(
三
八

一
号
文

書
)
、
天
文
四
年
の
文
書
に
よ
れ
ば

「観
音
寺
宝
泉

聖
翁
」
と
あ
る

(
三
九

一
号

註

文
書
)。
い
ず
れ
も
同
じ
花
押
が
あ
り
、
同

一
人
物
で
あ
る
。
宝
泉
坊
な
ら
び
に
浄

(1
)

「図
ω
」
と
あ
る
の
は
、
本
稿
掲
載
の
花
押
の
番
号
で
あ
る
。
ま
た
、
大
原
氏
の
歴

光
坊
は
大
原
観
音
寺
升
三
坊
の
ひ
と

つ
で
、
そ
の
二
十
三
坊
と
は

史
に
つ
い
て
は
参
考
と
し
て
か
か
げ
た

『大
原
氏
系
図
』
参
照
。

當
寺
請
米
之
儀
・
先
年
備
州
様
御
時
・
(中
略
)

(2
)

五
二
号
文
書
と
は
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会

『大
原
観
音
寺
文
書
』
の
文
書
番
号
で

天
文
弐
拾
壱
年
拾

一
月
吉
日

あ
る
。

(3
)

関
東
下
知
状
の
書
止
は
・
「下
知
如
件
」
で
あ
り
・
署
判
は

「前
武
蔵
守
平
朝
臣

關
伽
井
坊

(花
押
)

谷
本
坊

(花
押
)

上
之
坊

(花
押
)

(花
押
)」
で
、
「(官
職
名
)
(氏
)
(朝
臣
)
(花
押
)」
で
あ
る
。
大
原
満
信
下
知
状

延
命
院

(花
押
)

梅
本
坊

(花
押
)

密
蔵
坊

(花
押
)



浄
光
坊

(花
押
)

東
光
坊

(
花
押
)

寳
泉
坊

(花
押
)

少
将榮

翁

(花
押
)

寳
持
坊

(花
押
)

千
蔵
坊

(
花
押
)

密
蔵
坊

(花
押
)

惣
持
坊

(花
押
)

円
浄
坊

(
花
押
)

浄
泉
坊

(花
押
)

聖
海
の
忌
日
供
養
の
た
め
観
音
寺
御
本
尊
に
田
地
を
寄
進
し
て
い
る
。
本
稿
で

大
乗
坊

(花
押
)

中
之
坊

(
花
押
)

大
聖
坊

(花
押
)

は
花
押
の
図
を
か
か
げ
た
が
、
図
⑬の

・
㈲
は
こ
の
文
書
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ

金
光
坊

(花
押
)

一
乗
坊

(花
押
)

高
蔵
坊

(花
押
)

る
。
聖
翁
の
花
押
は
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
生
涯
こ
の
花
押
を
用
い
て
い
る
。
榮

池
之
坊

(花
押
)

岩
本
坊

(花
押
)

已
上
廿
三
坊

翁
は
少
将
と
書
い
て
い
る
。
図
G⑤
の
榮
翁
は
浄
光
坊
を
名
の

っ
て
お
り
、
少
将
の

浅
井
左
衛
門
尉
殿
参

大
原
観
音
寺

と
き
と
花
押
の
型
も
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
弘
治
三
年

(
一
五
五
七
)
の
こ
と

　
　

　

で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
宝
泉
坊
は
そ
の
花
押
か
ら
し
て
聖
翁
で
あ
る
。
し
か
し
浄

で
あ
る

(三
二
八
号
文
書
)
。
と
こ
ろ
が
図
㈹
で
は
、
永
禄
五
年

(
一
五
六
二
)
三

考

光
坊
は
榮
翁
の
花
押
と
は
相
違
し
て
い
る
。
榮
翁
は
ま
だ
浄
光
坊
に
な

っ
て
い
な

月
榮
翁
は
宝
泉
坊
を
稻
し
て
い
る

(
四
二
四
号
文
書
)。
し
か
し
図
⑳
で
み
た
よ

耕

い
.

つ
づ
い
て
天
文
廿
三
年

(
一
五
五
四
)
に
は
・
聖
翁
・
榮
翁
の
二
人
が
彗

う
に
宝
泉
坊
は
榮
翁
の
師
で
あ
る
聖
翁
の
坊
舎
で
あ
る
・
そ
し
て
そ
の
年
の
四
月

』

(2
)

書

す

る
次

の

よ
う

な

文

書

が

あ

る
。

に

は
図

㈱

の
よ

う

に
聖

翁

は

「
永

泉

坊

」

と

な

っ
て

お

り

、

連

署

の
榮

翁

に

は

)

鰍

董

禦

草
江
難

忌
日
田
地
之
事

「弟
子
」
と
記
・
れ
て
舜

さ
ら
に
図
㈲
の
永
禄
六
年
=
一月
二
+
三
墨

田

価

勲

合
壱
段
者

田
地
所
在
地
カ
ラ
ミ
等
本
書

一有
之

但
本
文

ニ
ハ
徳
分
捌
斗

地
寄
進
状
は
再
び

「浄
光
坊
榮
翁
」
と
な

っ
て
い
る

(四
二
六
垂

目)
.

『

也
ト
云

ヘ
ト
モ
弐
斗
定
損

二
減
シ
テ
・
水
損
旱
損
無
シ
ニ
・
定

.」
の
間
に
霧

榮
翁
を
め
ぐ

っ
て
何
ら
か
の
事
件
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か

徳
分
陸
斗
也
・
此
外
無

万
雑
公
事

委
細

ハ
本
証
文

看

之
・

と
思
わ
れ
る
が

一
切
不
明
で
あ
る
.
た
だ
、
.、
の
間
に
榮
翁
の
花
押
に
変
化
が
み

有

件
之
田
地
者

鷺

買
徳
私
鎮

聖
薙

忌
日
・
観
立尋

禦

墓

寄

ら
れ
る
.」
と
が
気
に
な
。
と
.」
ろ
で
あ
る
.

叢

実
正
明
白
也
・
然
上
者

於
此
毘

麗

子
々
孫

々
・
違
乱
煩
努

々

ま
た
、
大
原
観
血.
寺
文
書
を
み
て
い
る
と
、
永
禄
か
ら
慶
長
の
.」
う
に
花
押
を

不
可
薯

也
・
猶
以
如
此
少
寄
進
在
之
と
云
テ
・
号
日
那

於
少
之
縫

御

め
ぐ

っ
て
も
う

;

の
問
題
が
あ
。
、
う
な
の
で
そ
の
点
に
つ
い
て
壷

て
み
。

事
に
し
た
い
。
図
⑬9
の
定
円
の
花
押
は
い
ま
み
て
き
た
図
㊤⑤

・
⑳

・
㈱
の
榮
翁
の

本
尊
江
煩

二
罷
成
義
不
可
有
之
候
、
萬

一
背
此

旨
仁
躰
有
之
者
、
盗
人
沙
汰

可
被
行
者
也
・
傍
為
後
日
寄
進
状
如
件
・

花
押
に
よ
く
似
て
い
る
.
し
か
し
図
⑬9
は
永
禄
五
年
+
二
月
二
日
宗
舜

.
定
円
連

天
文
廿
三
墾

昔

昔

宝
泉
坊

署
肇

目
(
二
八
三
号
峯

目)
で

棄

坊
定
円
の
花
押
で
あ
る
.
と
。
う
が
、
そ
れ

聖
翁

(花
押
)

か
ら
数
ケ
月
後
の
図
㈹
で
は
、
再
び

「浄
光
坊
榮
翁
」
と
し
て
図
G⑤

・
⑳
等
の
花



(
4
)

押

と

な

っ
て

い
る

。

つ
ぎ

に

は
図

ω

は

若

頭

榮

翁

の
花

押

で
あ

る

。

こ

の
花

押

は
、

き
そ
う
で
あ
る
が
、
後

考
を
期
し
た

い
と
思

っ
て

い
る
。

い
ま

榮

翁

な

る
者

の
花

押

を

い
ろ

い
ろ

み

て
き

た

け

れ

ど

も

・

そ

れ

と

は
全

く

異

(
2
)

宝
泉
坊
聖
翁

.
少
将
榮
翁
連

署
寄
進

状

(
四

=

八
号
文
書
)
。
尚
、
こ
の
史
料

は
勝

な

る
も

の

で
あ

る

・

つ
づ

い

て
図

ゆ

は

棄

坊

定

円

の
も

の

で
難

が

・

こ
れ

は

俣
鎮

夫
氏
に
、
,

「六
角

氏
式

,
の
霧

立
法
」
に
お

い
て
引
用
さ
れ

て
い
。

(
『戦

国
法
成
史
論
』
東
大
出
版
会

一
九
七
九
)
。
ま
た
、
大
原
観
音

寺
文
書

に
は
同
年
月

図

㈲

の

「
少

将

榮

翁

(花

押

)
」
の
花

押

と

筆

の

は

こ
び

な

ど

は
極

め

て
似

て

い

る

日
の
聖
翁

●
榮
翁
連
署

の
寄

進
状
が
も
う

一
通
あ
る
・
そ
れ
は
花
蔵

院

に
寄
進
し
た

わ

け

で
あ

る

。

連

署

し

て

い

る
浄

光

坊

の
花

押

図

⑱

は
、

図

㈹

の
浄

光

坊

の
花

押

も

の
で
あ
る
・

(
6
)

と

同

じ

で
あ

る
。

そ

し

て
図

働

の
和

尚

の
花

押

は
、

天

文

二
十

三
年

の

「少

将

榮

(
3
)

永
禄

五
年

(
一
五
六
二
)

四
月
十

日
永
泉
坊
聖
翁

・
弟
子
榮
翁
連
署
寄
進
状

(
四

翁

」

〔
図
㈲

〕

や

天

正

九

年

の

「
一
乗

坊

定

円

」

〔
図

ゆ

〕

の
花

押

と

型

も

筆

の

は

二
一二
号
文
書
)
永
泉
坊

に
つ
い
て
は
、

不
詳

で
あ
る
が
、
さ
き

に
か

か
げ
た
観
音
寺

こ
び

も

類

似

し

て

い
る
・

・

廿

三
坊

に
は
み
ら
れ
な

い
も

の
で
あ

る
。

(
4
)

永
禄
十

一
年

八
月
十

五
日
院
主
聖
翁

・
若
頭
榮
翁
連
署
勤
行

々
法
掟
書

(
二
九

一

花

押

は
非

常

に
限

ら

れ

た
料

紙

の
空

間

に
、

限

ら
れ

た
筆

面

で
表

現

す

る

わ
け

号
文
書
)

で
あ

る

か
ら

、

類

似

と

い
う

こ

と

は
当

然

お

こ

る

べ
き

こ

と

か
も

知

れ

な

い
が
、

(
5
)

天
正
九
年
九
月
十

五
日
観
音
寺
廿

三
坊
連
署
掟
書

(
二
九

六
号
文
書
)

ほ獺

単

に
そ

れ

だ

け

で

は

な

い
よ

う

な

気

も

す

る
。

花

押

は
自

署

を
表

わ
す

も

の

で
、

(
6
)

慶
長

五
年

五
月
十

五
日
観
音
寺
年
行

事
他

四
名
連

署

門
外

置

目

(
五
三

四
号
文

)

榮

16

田

自

己
を

証

示

す

る

も

の

で
あ

っ
た

か

ら

、

印
章

に

は

父

子

、

夫
婦

な

ど

の
襲

用

の

書
)

(

福

禦

多

々
あ
る
が
・
花
押
に
は
そ
の
よ
う
な
例
は
少
な
い
と
い
わ
れ
て
塗

し
.

(・
)

荻
野
三
七
彦

「古
文
建

お
け
・
花
押
」
(『古
文
書
研
究
』

=

九
六
八
)

か
し
、

一
面
で
は
武
家

の
花
押
の
特
徴

の

一
つ
と
し
て
、
同
族
集
団

・
主
従
集
団

の
間
に
類
似
し
た
形
の
花
押
が
多
い
と

の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

四

榮
翁

・
定
円

・
和
尚

の
具
体
的
な
関
係
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
彼
等
の
花
押
の

大
原
観
音
寺
文
書
の
花
押
を
め
ぐ

っ
て
は
不
可
解
な
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。

類
似
と
僧
侶
と
し
て
の
師
資
相
承
と
、
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
明
ら
か
で
な

そ
こ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
㈹
～
◎

の
文
書

(第
8
～

い
が
、
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

10
図
)
と
そ
の
釈
文
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

註

(1
)

(
1
)

観
音
寺
寺
廿

三
坊
連
署
契
状

(
=
=

四
号
文
書
)
本
文
を
省
略
し
た
が
当
寺

の
請

釈

文

㈲

慶

舜

・
慶

尊

・
浄

教

連

署

請

文

写

米

の
こ
と

に

つ
い
て
廿

三
坊
が
連
署

し
て
浅
井
氏

に
契
状
を
提
出
し

て
い
る
。

こ
れ

(端
裏
書
)

だ
け
在
地

の
有
力
者

の
花
押
が
並

ぶ
と
壮
観

で
あ

る
。

い
く

つ
か
の
系
統
わ
け
が

で

「客

僧

衆

置

目

之

事

」
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・
御
嶋
之
桟
敷
事

ハ
、
可
為
先
例
者
也
、
傍
状
如
件
、

㈹

⑧
は
㈹
に
比
べ
る
と
奇
麗
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
字
に
勢
い
が
な
い
。
ま

明
応
九
年
較
十
二
月
七
日

院
主
閾
伽
芳
房

た
⑬
は
二
行
目
の

「客
僧
」
の

「客
」
や
四
行
目
の

「悉
」
の
文
字
が
正
確
に

慶
春

(花
押
影
)

書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
花
押
は
あ
る
が
、
写
で
は
な

宝
光
院
若
頭

い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
4
)

慶
尊

(花
押
影
)

㈹

⑧
の
浄
教
の
書
か
れ
て
い
る
位
置
は
日
下
よ
り
も
前
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、

、

も
先
に
宛
所
で
み
た
よ
う
に
、
浄
教
の
書
く
と
こ
ろ
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た

e

㈹
⑧
◎
3
通
は
同
年
月
日
の
文
書

で
あ
る
。

の
で
、
日
下
の
前
に
書
い
て
し
ま

っ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

口

内
容
は
と
も
に
客
僧
方
の
朱
椀
の
事

や
座
敷
の
と
り
き
め
等
の
こ
と
が
記
さ

㈹

以
上
の
と
こ
ろ
が
ら
文
書
⑧
は
写
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
そ
し
て
写
で
あ
る

考

れ
て
い
る
。

も
の
に
意
識
的
に
花
押
を
書
き
入
れ
た
。

耕

日

㈲
と
⑧
は

「詫
事
」
を

「免
」
じ
て
も
ら

・
た
請
文
で
あ
る
.

の

ま
た
、
㈲
も
⑧
も
書
き
始
め
に

「乍
恐
以

一
筆
申
上
候
」
と
あ
る
が
、
・
れ

割

四

◎
は
免
除
し
た
方

の
証
状
で
あ
る
。

も
近
世
的
な
表
現
を
思
わ
せ
る
。
と
す
る
と
㈲
も
⑧
も
近
世
に
入

っ
て
か
ら
の

)

文

・

19

寺

そ
こ
で
ま
ず
㈹
と
⑧
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
と
、

写
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

音灘

㈲

㈹
と
⑧
は
文
章
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
が
、
㈹

に
は
宛
所

「観
立田
寺
惣
中

嘆

参
」
が
あ
る
。

次
に
は
文
書
◎
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

内

㈲
と
⑧
で
は
署
名
す
る
三
人
の
花
押
は
、
そ
れ
ぞ
れ
㈲
と
⑧
で
異
な

っ
て
い

e

文
書
◎
と
文
書
㈱

・
⑧
は
同
年
月
日
の
も
の
で
、
と
も
に
朱
椀
の
こ
と
等
を

る
。
同
じ
日
付
の
文
書
に

一
人
の
人
間
が
異
な
る
花
押
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ

記
し
て
お
り
、
と
も
に
慶
尊
な
る
も
の
が
署
名
し
て
い
る
。
し
か
し
◎
で
は
宝

ま
り
例
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
不
可
解
な
花
押
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

光
院
若
頭
と
あ
り
、
㈲

・
⑧
で
は
密
蔵
坊
と
あ
る
。
花
押
も
異
な

っ
て
お
り
、

か
が
問
題
で
あ
る
。
単
純
に

一
方
が
偽
文
書
と
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

◎
の
慶
尊
と
㈲

・
⑧
の
慶
尊
は
別
人
と
考
え
る
。

る
。

口

◎
は
全
体
の
筆
跡
か
ら
し
て
ま
ず
写
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
第

一
行
の
最
初

㈹

⑧
に
は
宛
所
が
な
い
が
、
こ
れ
は
観
音
寺
本
寺
に
あ
て
た
か
ら
省
略
し
た
と

の
文
字
は

「従
堅
客
僧
催
事
仕
」
と
あ
る
が

「依
堅
客
僧
催
事
仕
」
と
思
わ
れ

も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
⑧
は
料
紙

一
ぽ

い
に
文
字
が
か
か
れ
て
い
る
の
で
、

る
。
ま
た
三
行
目
の
下
端

「衆
」
を
抹
消
し
て
い
る
こ
と
も
写
を
う
か
が
わ
せ

宛
所
を
書
く
と
こ
ろ
が
無
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
も
理
解
で
き
る
。

る
。



　
　
　

日

花

押

も

そ

の
筆

勢

か

ら

写

と

み

た

方

が

よ

い
よ

う

で

あ

る
。

・

-1

-

i

㈲

◎
の
慶
春
は
㈲

・
⑧

の
慶
舜
と
音

読
み
で
は
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
・
別

懸

∴

・

㌦

…
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二

薫
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∴

・.・
類

纂

凋

㈲瞬
総

轄
嬉
禍編

一

撃
撫

繋

鞍

懸

飾縫
　騰
騰
徽心　総
礁
蟻
撚
灘

融鵡
龍

駕

皿、鑛
鱗
灘

⑳

欝

辮
繕

榔燃

ボ聯
繋
嬉

鎖
・
■童
7」
翌

憲

麟



○

「円
」

二
重
ネ
書

ス
、

至

徳

二
年

二
月

二
十

二

日

良

「
印

」

(花

押

)

。
「良
円
」
ノ
花
押
ノ
上

二
、
「良

以

上

、

『
蘇

翌

日
寺

文

圭
日
』

姦

理

す

る

な

か

で
、

当

面

し

た

花
押

の
問

題

に

印
」
ノ
花
押
ヲ
重
ネ
書
ス
、

つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
ま
ず
云
え
る
こ
と
は
、
そ
の
文
書
群
に
は
そ
の
文
書

群
の
も
つ
固
有
の
花
押
様
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
近
江
の
地
に
あ

こ
の
文
書
は
次
の
如
く
理
解
す
る
。

っ
て
守
護
家
と
も
関
係
が
あ
り
奉
公
衆
と
し
て
将
軍
家

に
も
仕
え
る
大
原
氏
と
深

e

至
徳

二
年

(
=
二
八
五
)

二
月
二
十

二
日
に
長
円
な
る
者
が
、
三
所
権
現
田

い
関
係
に
あ

っ
た
大
原
観
音
寺
の
文
書

に
は
、
足
利
様

の
花
押
も
あ
り
、
大
原
氏

を
観
音
寺
に
寄
進
し
た
と
き
の
文
書

で
あ
る
。

系
統
の
花
押
も
多
く
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
六
角
氏
や
浅
井
氏

⇔

そ
の
後
、
そ
の
土
地
が
良
印
な
る
も

の
に
売
却
な
り
譲
与
な
り
が
行
わ
れ
た
。

に
み
ら
れ
る

「下
向
き
轡
曲
線
」
の
花
押
が
、
中
島
氏
や
赤
尾
氏
等
の
文
書
に
み

考

日

そ
こ
で
、
良
円
の
署
判
分
部
分
を
良
印
な
る
者
が

「良
印
」
と
書
き
改
め
、

ら
れ
る
こ
と
は
、
在
地
の
勢
力
分
布
を
考
え
る
と
き
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

㈱

長
円
の
花
押
の
上
に
良
印
の
花
押
を
書
き
加
え
た
.

ま
た
、
浄
光
坊
榮
翁
や

棄

坊
定
円
藁

和
尚
と
い
・
た
人
・
の
間
に
極
め
て

　書

画

し
か
し
本
文
に
あ
る

「良
円
」
の
文
字
を
書
き
あ
ら
た
め
る
こ
と
を
忘
れ
て

類
似
し
た
花
押
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
師
資
相
承

)

文

21

寺

し
ま

っ
た
。

と
か
か
わ
る
の
か
、
或
は
何
か
特
別
な
理
由
で
類
似
し
た
の
か
と

い
っ
た
問
題
で

(

音灘

こ
の
文
書
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
人
名
や
花
押
を
書
き
改
め
た
文
書
が

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
け
て
も
こ
の
文
書
群
に
は
類
似
す
る
花
押
が
多
い
の
で

近
大『

実
際
に
寄
進
状
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
か
否
が
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、

一
乗
坊
定
円
の
二
つ
の
花
押
は
い
ず
れ
も
榮
翁
の
花

寄
進
を
確
認
す
る
こ
と
や
新
た
に
売
買
が
成
立
し
た
と
き
、
所
定

の
手
続
き

に
し

押
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
が
あ
る
よ
う

た
が

っ
て
新
券
文
を
作
成
し
、
伝
来
の
古
文
書
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
手
継
証
文

で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
花
押

の
類
似
が
、
花
押
の
史
料
解
釈
を
難
儀
な
も
の

と
し
て
伝
え
て
い
く
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
し
か
し
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
古

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

文
書
学
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
手
続
き
を
経
ず
し
て
特
別
な
処
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

不
可
解
な
花
押
と
し
て
明
応
九
年

の
慶
舜

・
慶
尊

・
浄
教

の

一
件
を
と
り
あ
げ

も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
良
円
と
良
印

の
関
係
は
そ
う
し
た
こ
と
だ

っ
た
の
か
も

た
が
、
そ
こ
で
客
僧
の
朱
椀
や
座
敷

・
桟
敷

の
こ
と
が
江
戸
時
代
ま
で
ひ
き
つ
が

知
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
わ
け
で
、
効
力
は
と
も
あ
れ
、

れ
、
少
な
く
と
も
二
回
は
問
題
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
都
度

こ
と
に
の
ぞ
ん
で
こ
の
よ
う
な
処
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
考
え
ね
ば
な
ら

作
ら
れ
た
の
が
、
文
書
㈲

(第
8
図
)

で
あ
り
、
文
書
⑧

・
◎

(第

9
図

・
10

(
7
)

な
い
だ
ろ
う
。

図
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
に
明
応
九
年

の
文
書
が
書
写
さ
れ
、
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音
寺
文
書
』
を
め
ぐ

っ
て
は
、
興
味
あ
る
研
究
が
い
ろ
い
ろ
と
出
て
く
る
の
で
は

)

榮
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田

な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
課
題

に
つ
い
て
後
考
を
期
し
た
い
と
ね
が
い
つ

(

福

つ
本
稿
を
潤
筆
す
る
。

明

応

期

の
人

物

の
花
押

が
書

か

れ

、

さ

ら

に
近

世

の
慣

用

語

と

な

っ
て

い
る

「
乍

(
2
)

『大

原
観
音
寺
文
書
』

一
五

一
号
文
書

恐

以

一
筆

申

上
候

」

を

挿

入

し

た

文

書

が

つ
く

ら

れ

て

い
る

。

花

押

の
な

い
写

や

(
3
)

『大

原
観
音
寺
文
書
』

一
三

二
号
文
書

案

文

よ

り
も

偽

文

書

で

も

花

押

の
あ

る

も

の
が

・

よ

り

機

能

す

る

と

判

断

し

て

の

(
4
)

花
押

は
あ

る
が
、

こ
れ
ら
の
文
書

は
写

で
あ
る
と
判
断

し
た

の

で
。

(
花
押

)

を

(花
押
影
)

と
表
現

す
る
こ
と
に
し
た
。

行

為

か

と
思

わ

れ

る
.

と

も

あ

れ

、

.」
の

一
件

を

め
ぐ

っ
て

は
、

往

時

の
人

々

の

(
5
)

特

に
慶
春

の
花
押

は
全
く
筆
蒙

な
い
・

文

書

や
花

押

に

対

す

る

考

え

方

が

う

か

が

え

て
貴

重

で

あ

る

。

(
6
)

『大
原
観
音
寺
文
書
』

一
=

号
文
書
・
文
書
名
を
真
円
田
地
寄
進
状
と
し
た
が
・
良

こ
れ

ま

で

の
花

押

研

究

で
大

き

な

成

果

を

あ
げ

て
き

た

も

の

に
、
無

年

号

文
書

印

田
地
寄
進
状
と
す

べ
き

か
も
し
れ
な
い
。

の
年

代

推

定

と

い
う

こ

と

が

あ

る

が

、

こ
う

し

た

研

究

は

こ

れ

か

ら

も

さ

か

ん

に

(
7
)

た
だ
し
、

こ
れ

は
前
述

の
よ
う

に
、
文
書
⑬
と
⑥
が
同

一
筆
跡

で
あ

る
と

し
た
場

す

す

め

ら
れ

る

と

思

う

が

、

今

、

花

押

研

究

の
先

端

は

「
花

押

を

読

む

」

こ

と

が

A
口
の
こ
と

で
あ

る
。

(8
)

(
8
)

佐
藤
進

一

『花
押

を
読

む
』

(平
凡
社

一
九

八
八
)

出

来

る
と

こ

ろ

ま

で
き

て

い
る

。

こ
れ

か

ら

の
花

押

研

究

は

多
様

・
多

彩

な

も

の

に

な

っ
て

い
く

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

豊
富

な

花

押

を

お

さ

め

て

い

る

『
短
躯
観

〔
附
記
〕

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
佐
藤
進

一
・
笠
松
宏
至
の
両
先
生
に
い
ろ
い
ろ
と
御

教
示
い
た
だ
く
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
厚
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
花
押
の
整
理

・
考
察
に
あ
た

っ
て
は
、
鎌
倉
佐
保

・
村
上
弘
子
の
両
氏
に

よ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
こ
と
を
記
し
て
謝
辞
と
し
ま
す
。

註(1
)

『
大
原
観
音
寺
文
書
』

四
八
五
号
文
書
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嘆議観音寺文書』花押考

AConsiderationoftheKα δ 花 押WrittenSeals

inthe◎haraKannonji大 原 観 音 寺Documents

FUKUDAEijir6

Thisarticlediscussesthe々 αδ,orwrittensea且s,whichappearinthemedievalperiodrecords

oftheOharaKannonjidocuments.Researchon距 αδhasflourishedinrecentyears,butinthe

majorityofinstancesthis加 δresearchhasbeenrestrictedtoastudyofthe々 αδofan

individualor,atmost,ofaspecificfamilyof且ineage.Therehavebeenfewcaseswhereresearch

centeredonthe加 δfoundinasetoftraditionallyhanded-downdocuments.Asaresu皇t,we

havetakenasourcommonthemethefundamenta且researchontheOharaKannonjidocument<.,

andthisarticleprovidesaconsiderationofthe々 αδthatwereusedinthesedocuments.

First,wereenumeratedthe加 δitthemedievalperioddocumentsoftheOharaKannonji

documents,calculatingthenumbersof々 αδinthermsofthetypesofpeoplewhousedthem,

suchaspriests,membersofthearistocracy,membersofsamuraifamilies,andwomen,andthen

weclarifiesthespecialcharacteristicsofthevarious加 δ.

Second,weindentifiedtherelationshipsbetween.the々 αδfoundintheOharaKannonji

documentsandthepeopleoftheKohoku湖 北region,thenortheasternsectionofpresent-day

Shigaprefecture.Forexample,the々 αδbytheOhara-shifamilyrelatedtoOharaKannonji

includethosebythevariousgenerationsoftitularheadsofthefamilysuchasMitsunobu満 信,

Mochitsuna捨 綱,Nobunari信 成,Masasige政 重,andTakakata高 賢,Manyofthesekaowerein

theAshikaga足 利styleoftheAsikagashogunatefamily.Therewerealsoagreatnumberof

α々δinscribedbysamurai-c且assindividuals,andilseemsthestyleoftheir肋 δwasstrongly

influencedbythatoftheOhara-family.Anothercharacteristicofthe々 αδfountinthese

documentsisthefactthattherearearelativelylargenumberof々 αδwrittenbywomen.

Third,thearticlealsoconsiderstheissuessurrounding々 αδ,suchasthechangesthat

occurredwithinasingleperson's々 αδ,thesuccessiontoa々 αδ,andthecaseswhen々 αδwere

copied.Asexampleoftheseissuescanbeseenintheindicationofhowthesuccessionofinke

院 家,princelypriestfamiliesalOharaKannonji,andthesuccessionof々 αδamongthepriests

involveditKannonjifurthercomplicatethehistoricaldocumentinterpretationof々 αδ.

Keywords:Ka6,0haraKannonjidocuments,Ashikagastylekaδ,
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